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体圧だけでドライバの疲労予測が可能となり,事故の低減と快適な運転環境を構築できる.

本研究は,産業技術総合研究所との共同研究である.

研究概要:本研究は,体圧データから姿勢を予測する⼿法の開発と,姿勢による疲労との関係性を考察し事故低減と
快適な運転環境の構築を⽬的とする.
特徴︓本研究は,体圧データのみを⽤いて姿勢の予測式を構築し,最終的にトラックの運転環境に適⽤する.

分析結果

座⾻のx座標に関連する値との
相関分析
相関の⾼い項⽬である座⾯重
⼼座標x,重⼼前後部分割合,
標準偏差,後部30%平均体圧,
⾼圧⾯積割合,接触⾯積割合
で重回帰分析を⾏った.

⇒相関係数R=0.601となり推
定式の構築が可能
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⽐率,⾓度の相関分析
体圧センサーを前,中,後で３等分
した際の体圧の⽐率と測定した⾝
体⾓度との相関⾏列

⼨法同⼠の相関分析
⾝⻑,体重の基本情報と座標測
定で計測した⾝体各部位の⻑さ
との相関⾏列

研究内容

１）体圧分布と姿勢の計測・関係性分析（普通⾃動⾞)
3種類の運転姿勢と体圧を3次元座標測定器にて計測（通常・浅座り・深座り）
２）運転姿勢予測モデルの構築
体圧分布から普通⾞の運転姿勢を予測する数式モデルを構築
３）トラック⽤運転姿勢モデルの構築
普通⾞で構築した予測ロジックがトラック環境でも適⽤可能かを検証する
４）トラックの条件でのシミュレータ疲労実験
⼤型⾞の疲労度データを得るためドライビングシミュレータを⽤いた⻑時間⾛⾏実験を⾏う

普通⾞ トラック座標データ 体圧データ

体圧分布に基づいて⾃動⾞運転時の着座姿勢および
疲労を予測する⼿法を開発し,事故低減に貢献する

⾃動⾞の運転は,ドライバの⾁体的疲労を蓄積させ,⻑時間では運転操作の
正確性の低下,事故リスクの増加を招く問題となっている
⇒特に⻑距離運転が多いトラックドライバではその影響が顕著であり,
過労運転による事故防⽌が課題

体圧データと⾝体の座標データを同時に計測し、
運転姿勢との関係を定量的に分析した研究は限定的
⾞に実装することを考慮するとできるだけ少ないセンサで

評価できることが望ましい

体圧データのみから運転時の姿勢や疲労を予測する
明確な⼿法は未だ確⽴されていない

背景 ⽬的
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